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「令和４年度 根室管内教育推進
の重点」に係る取組事例（前期）

Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

北海道教育庁根室教育局



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【重点１‐①】 検証改善サイクルの確立

根室市立厚床小中学校の取組
＜概要＞

【これまでの取組の成果】
○調査結果と、指導監や指導主事訪問の助言による授業改善に取
り組み、児童生徒が思考する活動の充実が図られた。

○学校評価と授業アンケートをつなげ、授業改善に努めた。
○経年の教科指導により、全国学調の全国平均を上回った。

【取組のポイント】
○前期後期の検証改善サイクルにより、迅速な改善推進を図る。
○自校採点結果の分析により、課題と改善策を見出し、学級経営や
授業研究に生かす。

○学校評価（教職員）と授業アンケート（児童生徒）の結果・分析によ
り、授業改善の具体の策定に生かす。

○児童生徒や保護者の学校２次評価と分析、授業アンケートにより、
次年度の教育課程編成に生かす。

【取組の目的・ねらい】
○全国学力・学習状況調査の結果を分析し、授業改善と児童生徒の
学習への取組改善につなげる。



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【重点１ｰ①】 検証改善サイクルの確立

別海町立上春別小学校の取組
【RV-PDCAサイクル（イメージ）】 ＜概要＞

【これまでの取組の成果】
○子ども一人一人の実態を踏まえ、これからの育
ちを意識した取組内容や取組方法を考えて実践
するようになってきている。

【取組のポイント】
○３人以上のチームで動く。協働で生まれるアイデ
アを大切に、解決に向け具体的なイメージを共有。
○ゴールの姿をイメージし、できない理由を探すよ
り、どうやったら実行できるかを考え、試してみる。
○「アセスメント」を意識した情報収集・解釈・吟味か
ら、有効な問題解決の在り方を計画し、問題解決
の方針や方法を考え修正していく。

【取組の目的・ねらい】
○明確なビジョンを共有し、日々の学校生活
の中から課題を見付ける。具体的な取組を
チームで考え実践を重ね、改善を図る。

すべては、子どもたちのために…

何を大切にして？

何のために？

すべての教育活動を
通して・・・

★スクールファシリティ・マネジメントの考えを活用

次に取り組む
ことは…？

継
続
的
な

改
善
活
動

何を目指して？



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【重点１ｰ①】検証サイクルの確立
別海町立上西春別中学校の取組

＜概要＞

【これまでの取組の成果】
○「主体的に学び、自分の考えや思いをより良く表現する」ために、『学び方ガイド』を作
成し、全生徒に配付した。各授業での活用を推奨することで、自ら学びを調整する主
体的な姿が見られるようになってきた。「学習者」から「学び手」へと育てる切り口の
一つとして、「学び方ガイド」の積極的な活用を模索していく。

【取組のポイント】
（１）調査問題の分析
①正答率の低い（無解答数の多い）調査問題を実際に解くことで、本校の課題の要因
と改善方策を明確にする。
②各教科における改善のための指導を考察し、各学年における重点単元（題材）を設
定する。
③単元配当表で重点単元（題材）をピックアップする。
（２）生徒質問紙の分析
①結果を把握し、本校の課題の要因と改善方策を明確にする。

【取組の目的・ねらい】
○全国学力・学習状況調査の結果を分析することで、本校の課題を明確にし、共通理解
のもと組織的に改善を図る。

【自ら学びを調整する『学び方ガイド』】

【正答率の低い問題の要因分析・改善方策シート】



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【重点１ｰ①】学力向上ロードマップ
中標津町立広陵中学校の取組

【学力向上に向けてのロードマップ2022】

＜概要＞

【これまでの取組の成果】
○旭ヶ丘学園、広陵中として具体的な目標のもと、子
ども達の学力向上を目指した授業改善が行えた。

【取組のポイント】
○ロードマップを年度前に作成し、全ての教職員が「いつ」「どのよう
にして」学力向上を目指すかを確認して、新しい年度をスタートする。

○PDCAサイクルを明確にすることで、より具体的な教科部会を開催
し、授業力向上を目指す。

○年間計画に基づいて定期的に「小中一貫教育研修」を開催し、各
種テストの分析結果や学習規律などの共通化を図る。

【取組の目的・ねらい】
○広陵中独自の「学力向上に向けた取組」ロードマップを作成し、
学力向上に向けた年間の具体的な取組を可視化し、授業改善
を図る。

○校長の願い、学校目標の共有化・保護者への理解 PD ○研究の視点を意識した授業展開 D ○小中一貫教育推進協議会役員会開催 P

○学習規律の確立・指導 PD 〇授業アンケートの実施・分析 PD 〇授業の約束（旭ヶ丘学園）アンケートの実施・分析 PD

○教科部会の開催 CA

D

CA

〇「チーム根室」アンケートの実施・分析 PD 〇校内授業研（数学）の実施 PD ○小中一貫教育推進協議会総会・教科部会 CA

○チャレンジテスト前年度問題の実施・考察 DC （校内事後研を通して授業改善と指導計画の見直しを図る） CA

○チャレンジテストサポート問題の活用 AP

○チャレンジテスト1学期末問題の実施 D ○校内授業研（理科）の実施 PD ○小中一貫教育推進協議会分掌部会 CA

（指導監・指導主事訪問を通して授業改善の強化を図る） CA （旭ヶ丘学園グラウンドデザインの円滑な実践に向けた活用事例の交流）

PD

CA

○チャレンジテスト1学期末問題の考察 C ○授業アンケートの実施・分析 PD 〇授業の約束（旭ヶ丘学園）アンケートの実施・分析 PD

PD

CA

○チャレンジテスト1学期サポート問題の活用 A ○教科部会の開催 CA

PD

CA

○校内授業研（芸体教科）の実施 PD ○小中一貫教育推進協議会教科部会 CA

（校内事後研を通して授業改善と指導計画の見直しを図る） CA

10 ○学力担当教諭協議会を通して調査結果を有効に活用する PD

PD

CA

○標準学力調査の実施 D ○授業アンケートの実施 PD

○チャレンジテスト2学期末問題の実施 D ○教科部会の開催 CA

CA

○小中一貫教育推進協議会教科部会 CA

○チャレンジテスト2学期末問題の考察 C ○令和5年度の年間指導計画作成開始 P

○チャレンジテスト2学期サポート問題の活用 A ○授業アンケートの実施 PD ○小中一貫教育推進協議会分掌部会・全体会 CA

AP （1年間の取組を振り返り・次年度の見通し） P

○年度末学年・分掌部会の開催 AP ○教科部会の開催 CA

（令和4年度の取組の振り返り） （各教科の具体的な手立ての見直し）

（令和5年度の具体的な方針の確立）

（授業アンケート・授業の約束アンケートの分析の共有化および改

善策の構築）

学力担当教諭

協議会

（授業アンケート・授業の約束アンケートの分析の共有化および改

善策の構築）

（根道研研究主題「～頭が働き、心が動く授業づくりを通して～」を目指した授業展開

○北海道道徳教育推進校公開授業研究会プレ授業①

○北海道道徳教育推進校公開授業研究会プレ授業②

（根道研研究主題「～頭が働き、心が動く授業づくりを通して～」を目指した授業展開

（授業アンケートの実施を受けて課題把握と指導計画の見直し）

○北海道道徳教育推進校公開授業研究会プレ授業③

（根道研研究主題「～頭が働き、心が動く授業づくりを通して～」を目指した授業展開

（授業の約束アンケートの分析の共有化および改善策の構築）

（授業アンケートの実施を受けて課題把握と指導計画の見直し）

○全国学力学習状況調査結果報告書を活用した具体的な取組の共通理解

3

8

9
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1

第2回組織力

強化会議

12

2 ○組織力強化会議を受けて令和4年度の課題と成果を具体化する

(標準学力検査の結果も参考に）

7

4

5
第1回組織力

強化会議

○北海道道徳教育推進校公開授業研究会

（根道研研究主題「～頭が働き、心が動く授業づくりを通して～」

令和4年度　旭ヶ丘学園　中標津町立広陵中学校　学力向上に向けた取組

6
リモート

訪問

月

～導入からまとめまでのつながりのある授業作りを目指して～
研究の視点①～導入場面の工夫～　　　研究の視点②～展開場面の工夫～　　　　研究の視点③～週末場面の工夫～

令和４年度　旭ヶ丘学園研究主題　「主体的に学び、思いや考えを伝えあう子どもの育成」

(1)組織的・継続的な検証改善

のサイクルの確立

（授業アンケートの実施を受けて課題把握と指導計画の見直し）

○全国学力学習状況調査の実施

○全国学力学習状況調査の自校採点・分析・課題把握

(2)「主体的・対話的で深い学び」

の視点からの授業改善

(3)旭ヶ丘学園小中一貫教育

中標津東小学校との連携



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【重点１ｰ①】組織的な分析・改善の充実
中標津町立計根別学園の取組

【全教職員による学力向上会議の様子】

＜概要＞

【これまでの取組の成果】
○校内研修や人材育成と関連付けながら、組織的な取組を
行うことで、教育活動の質の高まりが見られている。

【取組のポイント】
○ミドルリーダーが方法や人材をコーディネートするなど、組
織全体で取り組むための校内体制を構築した。

〇下学年のどの学習内容の定着に課題があるのかを考察
し、つまずきの要因を明らかにした。

〇チャレンジテスト等を活用し、短いスパンで実践の成果を
検証し、取組の質の向上を図った。

【取組の目的・ねらい】
○自校の現状と課題を踏まえた全教職員による検証改善サ
イクルの確立を図る。

【グループ協議で出された改善方策】



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【重点１ｰ②】 ICT機器を活用した授業改善
別海町立上風連小学校の取組

【ホワイトボード機能を使って】

＜概要＞

【これまでの取組の成果】
○ICT機器を使う場面のよさを実感し、新しい使い方
を教職員で学び合い、授業で活用する事で、児童も
積極的に授業に参加する姿が見られている。

【取組のポイント】
○一人一人の考え方の違いをタブレット等を使って可
視化する。
○一人一人の実態に応じて、学習課題や教材に取り
組む。

【取組の目的・ねらい】
○主体的に学び、自分の考えを進んで表現する子ど
もを目指して、効果的にICT機器を活用する。



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【学びのプランの共有】

＜概要＞

【これまでの取組の成果】
○児童は学びのプランを見ることで、学習の見通しが
立ち、授業のつながりを意識しながら学んでいた。

【取組のポイント】
○学習のゴール（目標）を示し、どのような学習を行っ
ていけばゴールに辿りつくことができるのか、山登り
を例に、視覚的にわかりやすく児童に提示する。
○児童との学びの過程でルートが増えたり・変わった
場合は、学習内容を書き加えたり、訂正したりする。

【取組の目的・ねらい】
○「学びのプラン」を児童と共有することで、児童が
主体的に学習に取り組めるようにする。

【重点１ｰ②】 児童との学びのプランの共有
別海町立中西別小学校の取組



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【重点１ｰ②】 思いや考えを共有する手立て
別海町立中春別小学校の取組

【発言内容のネームプレート】

【机の配置の工夫】

＜概要＞

【これまでの取組の成果】
○伝えることや聴くことに対する児童の意識と、主体
的に発言しようとする姿勢に高まりがみられた。

【取組のポイント】
○発言内容をネームプレートによって示したり、感嘆カードに
より意見に対する感想を視覚化することで、相違点や共通
点の把握や発言しやすい支持的雰囲気を高め、対話しや
すい学習環境をつくる。

○机の配置など学びの形態についてペアやグループ、コの
字など、お互いの顔を見て話合いができるよう工夫する。

【取組の目的・ねらい】
○児童一人一人の意見や感想の視覚化と伝えやすい場を
工夫することで、互いの考えや学びを尊重し深め合う態度
を育む。



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【重点１ｰ②】 次の学びにつながる「振り返り」
中標津町立中標津東小学校の取組

【児童のノート（振り返りの視点１）】

＜概要＞

【これまでの取組の成果】
○ 学びを実感し「できた」「わかった」の声が聞かれることが増えた。
〇 「なぜだろう？」という「振り返り」が増え、次時の学びにつなげられることが増えた。
〇 「家でもやってみたい」など、家庭学習とつながる「振り返り」が見られるようになった。

【取組のポイント】
「ふりかえり」の３つの視点
１ 学習を通して自分の考えがどのように変わったかを自覚することができる「振
り返り」
２ 次時の学びの課題につなげることのできる「振り返り」
３ 学びを生活に活かすことができる「振り返り」

以上の３つの視点を設定し、「振り返り」を行うことで、学習習慣の定着や学習
意欲の向上を図ることができると考え取り組んだ。

【取組の目的・ねらい】
○授業の過程における「ふりかえり」の時間が効果的に行われていな
いという実態から、ふりかえりの視点・ねらいを明確にすることで、
次の学びへの意欲を高めたいと考え取り組んでいる。



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【重点１ｰ②】 定着から活用を見つめ直す
中標津町立中標津中学校の取組

【研修の様子】

＜概要＞

【これまでの取組の成果】
○「主体的に学ぶための導入」の工夫等、共通実践
が明確化し、日常の授業改善を図ることができた。

【取組のポイント】
○授業実践を振り返り、学校全体で課題解決策を明
確にした「Ｎ中スタイル」の構築を推進する。

○グループ研修を行い、幅広い年齢層の教職員が垣
根なく研修し、資質向上を図る。

【取組の目的・ねらい】
○全体研修を通して、生徒が主体的に学ぶための授
業改善を行い、学力向上に繋げる。



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【重点１－②】 一人一台端末の活用
北海道根室高等学校の取組

【グループ別プレゼンテーションの様子】

＜概要＞

【これまでの取組の成果】
○ICT活用が日常化することで、授業以外の時間に“ことば”
の学びの課題解決に向けて学び続ける生徒が増加した。

【取組のポイント】

○「もっと知りたい・学びたい」という生徒に向けて効果的に
ICTを活用する。
○ICT活用によって余裕のできた時間に生徒の対話活動を
組み込み、他者の意見を取り込む機会を設ける。

○撮影した発表動画を生徒の学習材として活用することで、
より自分ごととして学ぶことができるようにする

【取組の目的・ねらい】

○ICT活用により調査や資料作成に要する時間を削減し、よ
り“ことば”に焦点をあてた学びの実現に向け、改善を図る。



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【重点１ｰ②】 地域の課題を活用した授業改善
北海道羅臼高等学校学校の取組

写真や図、資料の一部等

【ヒグマの個体の特徴】

＜概要＞

【取組の目的・ねらい】

○知床羅臼に生きる高校生としてヒグマの対処法や
ヒグマとの共生の在り方などの必要な心構えを育む。

【取組のポイント】

○公益財団法人知床財団職員によるヒグマの個体の
特徴等の資料を活用した説明

○羅臼町でのヒグマへの対処法を検証

○ヒグマとの共生の在り方について生徒によるグ
ループディスカッションを実施

【これまでの取組の成果】

○知床羅臼を訪れる観光客へヒグマに近付かない提
言を行う等、生徒の主体的な取組が見られた。



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【重点１ｰ③】支持的な人間関係の育成
根室市立光洋中学校の取組

写真や図、資料の一部等

【ピア・サポートの授業風景】

＜概要＞

【これまでの取組の成果】

○生徒の支持的な風土が醸成されるとともに、ピア・サポートの取組
により生徒が自分の考えを表現し、深め合う授業改善につながっ
てきた。

【取組のポイント】

○ピア・サポートの実践を通して「聞き方」や「話し方」の基礎をトレー
ニングし、共感的な人間関係の構築につながる土台をつくる。

○ピア・サポートのねらいを学級活動や生徒会活動の場面でも意識
し、生徒の話し合い活動を意図的に取り入れる。

○ピア・サポートについては、年間のカリキュラムを作成し、全校一斉
に取り組み、多様性を大切にして、安心感のある集団形成を目指
す。

【取組の目的・ねらい】

○生徒が安心して学校生活を送ることができるよう、
コミュニケーションスキルを高める。



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【重点１ｰ③】 支持的な人間関係の形成
別海町立野付中学校の取組

進行方法やスピーチの順番等は生徒たち
で話し合って決定

＜概要＞

【取組の目的・ねらい】

○全校集会を通して、生徒間の交流と共感的理解を
深め、生徒の主体性と発信力の向上を図る。

【取組のポイント】

○生徒（生徒会と各委員会）が主体的に運営し、自治力の向上
を図る。

○全校生徒が１人１回スピーチをする機会をもち、発表者の意見
を聞き、共感し、考えを深める。

○生徒が原稿を見ずにスピーチを発表することで、失敗を恐れ
ず、挑戦する気持ちを育てる。

【これまでの取組の成果】

○生徒の主体性や自信、生徒同士の共感的な理解
を深めることができた。



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【重点２ｰ②】 教職員の資質・能力の向上
中標津町立中標津小学校の取組

【中小人材バンク（一部抜粋）】

＜概要＞

【これまでの取組の成果】
○ミニ講座が、日常の授業改善に生かされたことにより、
チャレンジテストの平均正答率が上がってきている。

【取組のポイント】
○研修日を学校の年間指導計画に意図的・計画的に
設定し、年間を通して研修できる体制を整備する。
○「中小人材バンク」を作成し、管理職を含め各教職
員の専門性を生かした講座を計画し、実施する。
○講座は、自校の学力向上に関する課題の解決につ
ながるよう、内容を精査する。

【取組の目的・ねらい】
○管理職及びミドルリーダー等によるミニ講座を通し
て、教職員の実践的指導力や専門性の向上を図る。

【講座「算数の授業づくり」の資料（一部）】



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【重点３ｰ①】防災パネルディスカッション
別海町立野付小学校の取組

【防災パネルディスカッション】

＜概要＞

【これまでの取組の成果】
○資料を活用し立場と主張を明確にして話す力・聞く力・書く力を高
めるとともに、地域の防災について考えを深めることができた。

【取組のポイント】
○別海高校「防災school」、ＣＳ、役場防災交通課よりゲスト

パネリストを招き、地域の防災について立場を決めて話し
合う国語科授業の工夫。

○「パネルディスカッション」で考えを深め、「パンフレット」で
広く発信する学習により、 防災行動と働きかけの素地を
育む。

【取組の目的・ねらい】
○幼小中高・地域連携により子どもの主体的で深い
学びを支える。



＜概要＞

Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【重点３ｰ①】 計画的な保幼小中の交流
別海町立上西春別小学校の取組

【取組の成果】

○子どもの姿や具体的な取組の交流から共通した成果や
課題を見付け、自校園の教育活動・教育課程等の
改善に活かしている。

【ポイント】
○４園校による計画的な交流・連携（大きな交流）

○２（又は３）園校による視点を絞ったコンパクトな
交流の実施

【ねらい】

○計画的な交流を通して、子ども理解
を深め、各園校の教育効果向上を
図る。

【顔の見える関係づくり】

●職員紹介 ●スポーツ交流会
●推進委員・管理職による情報共有・相談

【計画的・継続的な交流】
●交流研 成果と課題の洗い出し・実践の

交流・情報交換
●参観週間 実践の具体・子どもの姿から
●日常参観 参観日等を利用した参観交流

小

幼 保

中

上西春別地区の子どものめざす姿

保
幼
小
交
流

保
幼
中
交
流

小中交流

入学後を見据えた年長児の交流

乗入れ授業
授業研究を通した授業改善協力
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・
生
徒
の
交
流

新
１
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５
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）

体
験
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）
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童
の
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流

保幼交流

【保幼小中交流研：課題別の意見交流】

【相互の授業参観・研修協力】



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【重点３ｰ②】学校の教育目標の改訂
羅臼町立知床未来中学校の取組

【教職員の協議】 【生徒への説明・協議】

＜概要＞

【これまでの取組の成果】
○それぞれの立場で意見を出し合い議論したことにより、改
善の方向性が明確となり、検証改善が促進された。

【取組のポイント】
○教職員によるブレインストーミングを行い、学校の強みと
弱みを明確にし、改善の方向性を整える。
○学校の強みと方向性を全校集会で子どもたちに説明し、
学校の教育目標を自分事として考えさせる。
○ＰＴＡ役員会で、学校の教育目標の案を提示し、協議を行
うことで、目指す子ども像の共通理解を図る。

【取組の目的・ねらい】
○生徒、教職員、地域の連携協働による「学校の教育目標」
の改訂を通して、目指す子ども像の共通理解を図り、学校
組織マネジメントを強化する。

【ＰＴＡ役員との協議】

【改訂した
学校の
教育目標】



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【重点３ｰ③】地域に根ざした防災教育学習会
別海町立西春別中学校の取組

＜概要＞

【これまでの取組の成果】

○地域の願いを実現させる一歩を踏み出し、生徒には災害
時における自助・共助の意識が高まった。

【取組のポイント】

○CSの願いである「地域の防災意識の向上」を達成させるため、
CS役員を中心に保育園・小学校・中学校が連携し、地域一斉
の合同避難訓練の基盤をつくり実施した。小・中学校の「１日
防災学習」も兼ね、リアリティの高い防災学習を行った。

○CSが中心に関わることで多くの人材と連携し、役場防災交通
課、駐在所、警察署、ＪＡ道東あさひ、西春別地区長会、別海
高等学校など様々な機関と連携した。

【取組の目的・ねらい】
○地域を巻き込んだ防災教育の基盤をつくる。
○地域のために何ができるか考え行動する力を養う。

【地域の方と段ボールベッド作り】

【地元警察官による簡易担架作成講習】



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【重点３ｰ②】 生活習慣・学習習慣の確立
別海町立上風連中学校の取組

写真や図、資料の一部等

【My To-Do List】

＜概要＞

【これまでの取組の成果】

○生徒がこれまでの学習を振り返り、計画して取り組
む姿が見られるようになった。

【取組のポイント】
○時間割と連動し、裏面に「To-Do List」を記載する。
○宿題、小テスト、単元テスト、提出などを記入する。

【取組の目的・ねらい】
○見通しをもち、家庭学習に取り組めるようにする。



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【重点３ｰ②】生活習慣・学習習慣の確立
別海町立上春別中学校の取組

＜概要＞

【これまでの取組の成果】
〇個人や全体で結果を振り返ることにより、子どもの実態が
明らかとなり、家庭での関心を高めることができた。

【取組のポイント】
〇ゲーム時間､ネット時間､学習時間などのアンケート結果
を全職員に毎月回覧し、家庭への呼びかけの材料とする。

〇結果や推移を廊下に掲示したり、毎月の生徒指導部便り
で、【学年×１０分＋１０分以上】 学習時間の目安を提示。

〇ハッシュタグ♯で 分かりやすいキーワードを示す。

【取組の目的・ねらい】
○生活習慣・学習習慣に関わるアンケートを毎月実施し、
お便りや掲示物により、良かった点と改善点を共有する。

【♯
上
春
中

♯
リ
ア
ル

♯
生
活
】



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【重点３ｰ②】 幼小合同研修
羅臼町立春松幼稚園（春松小学校）の取組

【幼小合同研修の様子】

＜概要＞

【これまでの取組の成果】
○小学校の公開授業に参加する際、評価場面や評価
方法に着目して児童を見取るようになった。

【取組のポイント】

○幼小合同研修とし、昨年度の研修を踏まえ今回はも
う少し深めた「評価」の目的とつながりについて学ぶ。

○幼小それぞれの「評価」の目的やつながりを学び、合
同で行っている生活科の授業づくりに生かしていく。

【取組の目的・ねらい】

○互いの教育を理解し、幼小のつながりを、より意識し

ながら、日々の実践に生かしていく。

【研修会のスライド（一部抜粋）】



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【重点３ｰ②】 生活習慣・学習習慣の確立
羅臼町立春松小学校の取組

【大会に向けて休み時間に
縄跳びに取り組む児童】

＜概要＞

【これまでの取組の成果】
○運動に取り組むことを呼びかけたことにより、休みの日に縄跳びを跳ぶ
など、運動習慣の確立につなげることができた。また、保護者の体力向
上への関心が高まり、中には児童と一緒に運動に取り組んでくれる家庭
も見られてきた。
○休み時間や休日等を利用して縄跳びに取り組むなど、目標をもって楽
しみながら運動に取り組む様子が見られた。

【取組のポイント】
○運動に取り組むことを呼びかけ、児童の運動習慣の確立を図った。
実施するにあたり、保護者懇談会を活用して保護者へ取組概要を説明し、
家庭への啓発を行った。また、「春松っ子学習ガイド」を作成し、どのよう
な運動に取り組むとよいか分かるように配慮した。
○「春松チャンピオン大会」を月に１回程度開催し、なわとびや鉄棒に楽し
みながら運動に親しめるようにした。

【取組の目的・ねらい】
○学校での体力向上に関する取組を通して、保護者が体力向上への関心
を高め、目標をもって運動習慣の確立を図る。

【春松っ子運動ガイド】【春松チャンピオン大会、
鉄棒ぶら下がり大会の様子】

【春松チャンピオン大会
縄跳び大会表彰の様子】



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【重点３ｰ③】１日防災学校・リアル避難所運営
羅臼町立知床未来中学校の取組

【段ボールベッド、防災テントの設営】

＜概要＞

【これまでの取組の成果】
○中学生であっても一町民として周りの人々と「共助」
することの大切さを学び、主体的に取り組んでいた。

【取組のポイント】
○事前学習として、避難所運営ゲーム「Ｄｏはぐ」を体
験し、生徒自身が避難所運営のイメージを掴む。
○避難訓練では、地域の方々に避難者として参加し
てもらい、これまでの学習と繋げ、避難所運営を行う。

【取組の目的・ねらい】
○校区内の町内会と連携し、生徒自身が避難所を運
営する体験を通して、自他の命を守る意識と必要な
行動の仕方を身に付ける。

【避難者（町内会の方々）の誘導】

【防災食の提供】



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【重点３ｰ③】 学校と図書館の連携
羅臼町立羅臼小学校の取組

【読み聞かせサークル（朝の１０分間読書）】

＜概要＞

【これまでの取組の成果】

○令和３年度より、学校図書館からの貸し出し数が増
加し、読書量の増加もみられた。

【取組のポイント】

○週１回の学校司書の派遣により図書室環境を整備・
充実する。

○読み聞かせサークルの定期訪問や町図書館の本を
学校ホールに展示する。（魅力的な本に出会う機会の充実）
○町図書館貸し出しシステムと共有し、横断検索や連
携貸し出しを可能とする。（学校図書蔵書数の実質増加）

【取組の目的・ねらい】

○学校と町図書館及び地域連携による児童の読書に
親しむ態度を養う。

【町図書館の本を
学校ホールに展示】

【町図書館連携貸し
出しシステム】



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【重点３ｰ③】学びを支える環境の整備
北海道中標津支援学校の取組

写真や図、資料の一部等

【スーパーでの即売会】

＜概要＞

【これまでの取組の成果】
○地域での販売活動を通して、生徒同士が協働してよりよい製品を
作ろうとする学びに向かう力がより一層向上した。

【取組のポイント】
○生徒同士、生徒と地域住民との協働的な取組を促す。
○地域住民の意見を直接聞くことにより、製品作りのアイデアや丁寧
な製品作りなど学びに向かう力の向上を図る。

○高等部では窯業科・園芸科でも同様の活動に取り組み、生徒の活
動を通して地域に根ざした学校づくりを推進する。

【取組の目的・ねらい】
○生徒の制作した製品を地域で販売することで、地域住民と つなが
り、地域に根ざした学校づくりを目指す。



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【共通重点事項】 小規模校間の遠隔授業
根室市立小学校（複数校）の取組

【福岡県
小呂小学校
との遠隔授業】

＜概要＞

【これまでの取組の成果】

○端末使用を楽しみにし、模索しながら取り組んでい
る。段階的な情報活用力、情報分析力の整備が必要。

【取組のポイント】
○端末を活用する教師の授業力向上
端末･アプリの使い方研修、端末を使った授業研修
○端末操作機会を増やし児童の操作力向上
段階的な操作能力向上、交流方法の改善
○遠隔授業機会の積極的活用
複式校との交流授業、欠席児童、外部団体の活用

【取組の目的・ねらい】
○デジタル機器を活用して、より効果的な複式指導の
改善を行うため。

【児童会
運営による
全校朝会】

【テレビ局アナウ
ンサーを講師に
話し方講座】



Nemuro District Office of  Education ～朝日に一番近い教育局～

【共通重点事項】 ＡＩ教材の効果的な活用
標津町立標津中学校の取組

写真や図、資料の一部等

【ＡＩ教材を活用した個別最適な学び】

＜概要＞

【これまでの取組の成果】
○分かりやすくシンプルな操作で学習できるため、自ら進ん
で、楽しみながら取り組む姿が見られている。

【取組のポイント】

○単元のまとめにおいて、教師が範囲を決めて配信し、確実
な定着を図る。

○いつでも端末を活用できるようにし、隙間時間で、生徒の
興味に合わせた学習を行う。

○学習履歴を生徒と教師が共有する。
○端末を常時持ち帰り、家庭学習に活用する。

【取組の目的・ねらい】

○学習の定着状況を分析し、一人一人に最適な問題が出さ
れるＡＩ教材により、指導の個別化と学習の個性化を図る。


